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Ａ．研究目的 
 高精度放射線治療について、治療技術の

実態調査と講習会を通じて標準化と均て

ん化を図る。 

 
Ｂ．研究方法 
1. 高精度放射線治療の実施状況に関す

るアンケート調査結果（490 施設、109
項目）の評価を行う。 

2. IMRT の医学物理的 QA に関する訪問

調査結果の評価を行う。 
3. 高精度放射線治療の標準化のための

講習会を実施し、前立腺癌の IMRT に

ついて同一症例における各施設の治

療計画を DICOM-RT にて収集し比較

検討するとともに、フィードバックを

行う。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は既存資料等のみを用いる観察

研究であり、個人情報は連結不可能匿名化

してデータを収集する。また、データ管理

のsecurity をデータセンター、調査者、ハ

ード、ソフトウェアすべてのレベルで強固

にし、当研究での個人情報保護規約を策定

し、遵守する。 

 
Ｃ．研究結果 
1. 高精度放射線治療のアンケート調査 
1） 高精度放射線治療に係る人員、特に品

質管理を行うスタッフの確保が課題で

あることが示唆された。 
2） IGRT、IMRT、呼吸移動対策、治療計

画、品質管理体制に関する実態が明ら

かとなった。 
2. IMRT の医学物理的 QA の訪問調査 
 線量検証方法に関しての施設間のばら

つきが多く認められ、結果からの基準値設

定は不可であった。 
3. 高精度放射線治療の標準化講習会 
 9施設より IMRTの治療計画データが収

集され、CTV/PTV contouring と投与線量

のばらつきが観察された。当日結果をフィ

ードバックし改めて再計画を実施するこ

とによりばらつきが減少した。 

 
Ｄ． 考察 
 アンケート調査により本邦の高精度放

射線治療の実態の詳細が初めて明らかに

なった。各施設に結果が周知されることに

より、適正化が進む事が期待される。今後

本邦の高精度放射線治療の実施状況に関するアンケート調査結果および訪問調

査結果に関して評価を行い、今後の課題と問題点について検討を行った。 
高精度放射線治療の標準化のための講習会を実施し、前立腺癌の強度変調放射

線治療（IMRT）について各施設の計画（最適化）方法についての意見交換を行

い技術の均てん化を図った。 



2 
 

経時的に経過をモニターしていく必要が

ある。 
 IMRTの医学物理的QAに関して訪問調

査を行った結果、施設間の大きなばらつき

が認められた。適正な物理QAが十分行わ

れていない可能性が示唆され、今後効果的

な教育とともに具体的な手法に関するマ

ニュアル整備の検討が必要である。 
 前立腺癌IMRTの治療計画について、同

一症例のDICOM-RTデータを各施設に送

付し、各施設の手法により計画後返送して

もらい、各施設の計画データを比較解析し

た結果、ばらつきが多く認められた。講習

会において、総論/各論的講義後の集計結

果のフィードバックにより、教育効果が確

認された。これより、本手法がIMRT計画

技術の均てん化に益することが示唆され、

今後他の癌（頭頸部癌、脳腫瘍、骨盤等）

にも応用可能と考えられた。 

 
Ｅ． 結論 
 高精度放射線治療について、治療技術の

実態調査と講習会を通じた標準化と均て

ん化の可能性が示唆された。 
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